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主
権
者
教
育
＋
地
域
課
題
解
決
型
探
求

模
擬
選
挙
〜
可
児
市
議
会
高
校
生
議
会

主催　可児市議会 ・ 可児市議会事務局　　

日程　模擬選挙打ち合わせ

　　　　第１回　令和元年９月１０日

　　　　第２回　令和元年９月１２日

　　　　第３回　令和元年１０月７日

　　　　第４回　令和元年１０月９日

　　　　模擬選挙当日

　　　　令和元年１０月３０日

　　　　可児市議会高校生議会

　　　　打ち合わせ

　　　　第１回　令和元年１１月１８日

　　　　第２回　令和元年１２月１１日

　　　　第３回　令和２年１月９日

　　　　高校生議会当日

　　　　令和２年２月５日

場所　模擬投票

　　　　可児高校　体育館にて

　　　　高校生議会

　　　　可児市議会本会議場　　　　　

　

模
擬
投
票
は
２
年
に
１
度
、
高
校
生
議
会
は

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
主
権
者
教
育

と
地
域
課
題
解
決
型
学
習
と
し
て
の
位
置
付
け

で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
本
年
度
も
可
児
市
議

会
そ
し
て
可
児
市
役
所
議
会
事
務
局
お
よ
び
選

挙
管
理
委
員
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
右
記

日
程
で
実
施
さ
れ
た
。

　

初
日
は
日
程
確
認
、
立
候
補
は
市
役
所
に

勤
務
す
る
本
校
卒
業
生
に
依
頼
す
る
こ
と
な

ど
が
確
認
さ
れ
、
次
回
ま
で
に

「
夏
の
エ
ン

リ
ッ
チ
な
ど
を
通
じ
て
感
じ
た
課
題
を
な
る

べ
く
た
く
さ
ん
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
整
理
し

て
く
る
こ
と
」
と
い
う
宿
題
を
い
た
だ
く
。

　

二
日
目
、
三
つ
の
選
挙
公
約
を
争
点
に
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

　
選
挙
公
約
は
高
校
生
が
出
来
る
だ
け

「
ジ

ブ
ン
ゴ
ト
」
と
し
て
考
え
や
す
い

「
子
育

て
世
代
サ
ポ
ー
ト
策
」
「
学
習
環
境
の
整

備
」
「
多
文
化
共
生
」
の
三
本
柱
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
各
候
補
役
の
先
輩
方
が

他
の
候
補
と
似
通
っ
た
点
と
差
別
化
を
図

る
点
と
織
り
交
ぜ
て
公
約
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。
当
日
は
約

５
０
人
の
可
児
市
議
会
議
員
や
市
の
職
員

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
演
説
後
の

グ
ル
ー
プ
討
議
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
各
候
補
の
政
策
比
較

を
行
う
と
と
も
に
、
大
人
や
異
学
年
と
の

交
流
で
、
様
々
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

 　本物と同じ選挙ポスター ・ 機材を用意し、

本格的に行われることに驚くコアメンバー 

川上 文浩市議より全体説明、 日程、 活動

の意義などについてレクチャーしていただ

いた。

本物と同じ 「選挙公報」 「選挙ポスター」

が作成された。

上段 ： 左より選挙管理員、 リーダーによる投票箱確認、

開票結果 ・ å ： グループ討議全景

開 始 前 の 「大 人 のミー ティン

グ」 も真剣に行われました。
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活動実践報告

　

模
擬
投
票
が
終
わ
っ
た
直
後
の
１
１
月

１
８
日
か
ら
高
校
生
議
会
へ
の
準
備
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
時
は
前
後
す
る
が
、
模
擬

投
票
の
直
前
、
夏
季
休
業
期
間
で
３
年
生

コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
引
退
し
た
こ
と
も
あ
り
、

打
ち
合
わ
せ
段
階
か
ら
数
名
に
声
を
か

け
、
メ
ン
バ
ー
増
員
に
努
め
た
。
し
か
し
、

模
擬
投
票
を
取
り
仕
切
る
に
は
十
分
と
は

言
え
な
か
っ
た
た
め
、
模
擬
投
票
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
１
・
２
年
生
希
望
者
向
け

に

「
説
明
会
」
を
開
催
し
、
模
擬
投
票
前

に
１
・
２
年
生
合
わ
せ
て
２
５
名
の
コ
ア
メ

ン
バ
ー
体
制
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
高
校
生
議
会
に
挑
む
こ
と
に

な
っ
た
。

　

模
擬
投
票
の
打
ち
合
わ
せ
等
を
通
じ
て
、

可
児
市
の
課
題
の
絞
り
込
み
で
あ
る
と

か
、
自
分
た
ち
が
主
体
的
に
解
決
に
向
け

て
起
こ
し
た
い
ア
ク
シ
ョ
ン
が
明
確
と
な
っ

て
き
た
た
め
、
比
較
的
、
意
見
書
と
し
て

　

提
出
す
る
も
の
の
方
向
性
は
早
期
に
き

ま
っ
て
き
た
。
ま
た
、
前
述
の
通
り
、
コ

ア
メ
ン
バ
ー
も
大
所
帯
に
な
っ
て
き
た
た

め
、
２
年
生
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
再
編
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
関

心
に
よ
っ
て
分
か
れ

「
学
習
支
援
チ
ー
ム

１
・
２
」
「
社
会
福
祉
系
チ
ー
ム
」
「
多
文

化
共
生
チ
ー
ム
」
に
分
か
れ
て
、
地
域
の

社
会
福
祉
協
議
会
や
可
児
市
国
際
交
流
協

会
等
に
出
か
け
、
実
態
を
調
査
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
「
意
見
書
と
し
て
提
出

す
る
」
以
上
は
正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
意
見
で
あ
っ
た
り
、
実
態
に
即
し
た
実

効
性
の
あ
る
内
容
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
思
っ
た
以
上

に
意
見
書
の
作
成
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
意
見
書
の
採
択
前
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
っ
と
市
議
会
議
員

の
方
々
と
議
論
で
き
る
よ
う
に
、
質
疑
応

答
で
聞
か
れ
そ
う
な
こ
と
を
リ
サ
ー
チ
し

た
り
、
他
の
チ
ー
ム
か
ら
意
見
を
も
ら
う

な
ど
し
て

「
自
分
た
ち
が
気
づ
か
な
い
点

に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
状
態

に
し
て
お
き
た
か
っ
た
」
と
い
う
反
省
も
、

そ
の
後
の
反
省
で
上
が
っ
た
。
と
は
い
え

当
日
は
、
高
校
生
議
会
に
参
加
す
る
の
は

初
め
て
の
経
験
で
あ
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど

の
た
め
、
そ
の
場
の
議
論
に
つ
い
て
い
く

だ
け
で
精
一
杯
の
は
ず
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー

が
生
き
生
き
と
議
論
に
加
わ
る
様
子
を
見

る
と
、
こ
う
い
っ
た
機
会
の
重
要
性
を
痛

感
す
る
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

る
の
は
非
常
に
可
児
高
校
に
と
っ
て
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。　

　

非
常
に
タ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中

（
し

か
も
こ
の
日
午
前
中
は
強
歩
大
会
）、
的

確
な
指
摘
に
四
苦
八
苦
し
た
が
、
な
ん
と

か
自
分
た
ち
の
意
見
書
を
仕
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
、
議
場
に
て
四
本
の

意
見
書
を
採
択
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が

で
き
た
。
自
分
た
ち
の
提
案
の
甘
さ
や
、、

実
現
可
能
性
の
部
分
ま
で
考
え
て
ま
と
め

ら
れ
る
と
よ
か
っ
た
、
と
い
う
生
徒
も
多

く
い
た
が
、
来
年
へ
の
課
題
と
し
た
い
。

議論しつつ、 意見書原稿を完成させ

るタイトスケジュール

議論の内容を模造紙に落とし込み意

見書の方向性を検討

気づけなかった点や広い視野から課

題を指摘していただく

右より、 グループディスカッションの報告を読み上げている様子。 その後、 市議会議員より質

問があり、 答弁をすることになる。 これらを受け、 最終的に左、 意見書発議を行い、 採決、 採

択された。

　　　活動を通じて得た気づきをシェア


